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In order to investigate the incidence of posttransfusion hepatitis nonAnonB (PTH-

NANB), 521 patients undergoing cardiovascular surgery at our department were retro-

spectively studied. Pediatric patients were divided into 4 groups (ASD group, VSD

group, other simple anomaly group, and complex anomaly group), and ASD group

received the least blood products (7.75± 3.75units/pt.), whereas complex anomaly group

received the most (24.6 ± 20.5 units/pt.). The incidence of PTHNANB ranged from 1.196

to 9.3& among the groups, and 3.8$ for all the pediatric cases. Adult patients were

also divided into 4 groups (ASD group, valvular disease group, ischemic heart disease

group, and aortic disease group), and the total volume of blood products administered

during the hospital stay ranged from 4.03± 7.97 units/pt. (ASD group) to 68.8± 77.1

units/pt. (aortic disease group). The incidence of PTHNANB was 16.7$ for all adult

patients, and the incidence rate went up as the blood products administration per

patient increased. Since January 1989, we have started to employ non blood prime

cardiopulmonary bypass and an autotransfusion system whenever it is feasible to save

homologous blood transfusion. After then, the incidence of PTHNANB among adult

patients decreased from 18.0$ to 9.596 in 1989.
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は じ め に
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且989年且月より教賓では鮪前貯軌 体外循環固銘軌
針目1Ll皿【湖上も日だ巨T)f~川用木行い.机軌1畑･,:吊神It畑;.1

血節減を行なってきた甘煮の結果として威武弁膜症をこお

いてLt.1985)車か三一--198臣I:-(I)輸Irlt総Ill_く･.｢_177,･･1十1Lq.1
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衆望輸彪級肝衆発墜率

叛 患 発盤数 全体に対する 輸血郡工.対する発生率劣(母数) 発姓率%ぐ母数)

心再中隔大損症 A 2.0(5小 望.2し15)
心室中隔大損 1 1.I(931 i.1(9(ド
里純心台車 3 6.3ぐ4郎 6.5し161
悼合心奇車 4 9.3し43) 9★話し431

疾 患 登牛敵 全体に対する 輸血群に対す発生率密(母数) 発生率霧(.母数)

弁 膜 症 26 17.9日45う 19.1日36
虚血什心味悲 13 18★8し69) 19.7し661
心房中隔欠損症 乱 2.9(3車 7.7し13)
大動脈疾患 6 46十2し13う 46.2し13).
そ の 他旦夕 2 7.7を261 10.0し20)

1-Ⅵ̀7PW.VT.(lfiI)Lpxcludp:tSIH,Myx(.)rlln.I,Vaneurys.m
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肝炎発生車

輪痕も練肝衆発生率は小児で9例亨388%,混んで竣8約号
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成先例での輪癖も桜と肝衆U)発縦率の関係では,20削立

繭の殿ij-群をこ比べ鉦級に発隼率勘篭議値であった(寮弧
これをこⅣ射し対象の中をこ豪打遷己血のみをこよる無輸血手術例

を車板且ゆ例や成人38例含んでいたが夢そのう漕,肝機能輿

成人例での附鑑別の鼻汁衆発?葦ご､率は,全体で且985年か
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考 察

体外循環法をダ嘗讃いる心臓太血管手術は,体外減環をこ必

要な融液密教Ny格外循環をこよって引き起こされる紺漁臥娩

ぎ雛£どから㌢従来太鼓の保存血,新鮮血など瑚村橡鹿船

首敵を必要起してきた瀬しかしながらそれを雄㌢う輪邑触後肝

衆私無髄できない頻度で発隼し,赤川射)は鵡Sも5%各,こ,
高木ら慧)は20も5%をこき東郷琵)3日豊年度をこより差がある

ものの嶺年間で且8血9%に発隼LfJmと報貸主汗〆ても､る.今

岡き著者らの結果で転成太例昭平的臓｡3%とを登も木,東
郷∴/)損;十三_.r言上圧::≡;～-､∴,十十回目Lt.(1㌔1-,扶植

であったがき小児では症状が無げ丸は外来での血液検査

があまりなされていないためで,鮎つと発性願度は商い

と考えられた.輪喜鮎震諸量pと釣関榛をみるた,小児例でも成

人例で屯総輪雇員L敬が機腰を葛するほどE3音場発生率が高くなる

拙句/･･lJ:∴十里佃∴{'∵､､∴さ..工手十日吊り出∴･∴､

塞中編欠損症を除く単純心馴軌 複魚心奇形の検査がよ

り頻回に行なわれている可能性を考慮して私,そ彬発生

率は蓬栄㌫いと考えぎ;)れノたB藷た熱帯間で新鮮徹,保存血の

挽kjh-妻経をこはあ渡り差がLぎ幣いことから草餅餌凍結撤紫鮎肝

･.UlUトー-7ll■■眉巨!仁･ーと._卓上.1∴卜hた.吠･▲J甘:｣..信頼自

ぼ供泊監番数が諾且太を越えるとき遷宮二衆発生率は有意をこ湧二酢Y

ると述べているが,著者らの結果私全く同様であった.

これは輸互fEi塾をこ応じて非A非鋸洋魂ウイル鼠の感歎機会

が嫁菜をこ増すことを示む〆ている.

今回の検討でき打己血の晶をこよる額輸血手術例禎8鱗睡

うち声且例をこ肝廉診断基準を繭たす拷滞二線能殿常例を認め

たが声これは同報虐鮎輸血群将中をこ魁輸血以外で肝機能輿

常を浄たした症例を含んでいる舷陰性を示しているGi

かしその発生頻度は招淳二衆発生率をこ太身な変化をきたすむ

のではなも､と判断登れた8

肝衆を緊防する軒段として予見)供政審期首二衆チェック

システムの強化や諾う同機泊と輸血敏和節減の2つが考え

∴h::∴fjト,ri:-f-,･･'';･r...聞仁:TJL､1日吊,i.,E十十J､､コ

はダアナ---ゼチニrqlブタの追加に,より肝炎発生率は署減し

お転ず賢肝衆発鮭緊防かこ関Lてぼ輸血節減をこ綴るしかな

いと思われる書智者らの教室では且989年まF当より積極

帆;∴;I､)i柚i吊号Lr!t.tl)[付拍-i環い相加1LtT坤甘く混血 し.て

梅軒卵内己政経31般装置の利用を行ない同報血輪鹿節減をは

かりてきた廿こ碍結果として1989年の輸血後緒嘗二魂発生

率は郡摘三度蜜での全体で18m%,同棲血輪血群で摘～9

00に対し.十f･トで9.500.同軸血輸血打て.ニトl∴iOoLL｣代卜
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可能となって潜でいるがアキ襖賢肝衆漕-wTツクシノ鼠テム
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量による心臓太戯驚拳衝を行えるよう努力が必要である句

結 語

近年の教室をこおける体外鷹環法を界持､た心蛙淡血管手

術の輸血像と輸血後肝衆の発生率をこついて検討したRH

%できそれぞれ各節の同種ぬ輸血綴農と矩椴の傾向を示

した立岩)成人をこおいては,翰ぬ総量が望O単位を越える

と肝幾発生率は鋼か且%となり声望¢単位未満の酎二炎発生

率9藩%をこ対し有意をこ高懐であった甲3)書司機宜触輸血節

申‡r巨.用汗朝貢描'行目車県.た行功~∴を､十 輸血掩肝美''tJト
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我峰のも､わゆる回収式を使った手術の太部分の症例は,

いわゆる無菌手術室と言わか〆る手術磯を燦至っておりまし

管,箪二外科の妄漂うの手術磯とはちょっと事情が適うと
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品田 A､.t甘吊吊舟′㍉㍉チ∴三十､十仁 幣車外畑 ∴:唐丹L∴

胸部外翻の手術室での落~F細菌数多豊少を〆適うようをこ思い

し蜜も､青煮の澄渡保存しておいて輪邑鮎したとし渡す坂出

たこ∴Tl･_･桝でも慶言∴叶ILL:榊,"二一一:L;,が/::､日日損廿,!上'熟･'1愛

す&そういう点魁含めて無菌挽稚漁芸太物であると思い渡

す.他に王fこたかござい.愛せ.if.".._し:も行幣･p,ございヰ

Lた.そi?/-TJ-tは-.凋っ終わ∴せ-~∴､f::,ださ.汰. 三.

四,五鰭をこついては小魚党穀をこ司会をお願い致し渡す甘

小島 輪帖馴1-･美畑上目､,車十T_:!.:し1トい､､い出ていく､か

人の盛者きんが輪娩臥後期W賢二廉をこ腎選れていると言われても七

才+.九戸∴一.･'･Z≧･ト･T.!L')数字.ーi_･,ト∴ lilhrj上i_二い･トー艶丁

が肝~て守;り.婆TLたけナIi1::.∴ lトトか-〈一､は･Ll輸frL相川巨軽に

iJ./LL日工さ,,:tに十■､T_ヒト:-i∴ 払注に∴中tJlて-も A､緑

いT:,′iJ･1 [1(川 .̂11､川Ⅰミに-~~-ト~:~も右.詰i仁T:い
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